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【提出日】令和2年3月12日(2020.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　前記有利状態に制御されることを示唆する示唆演出を実行可能な示唆演出実行手段と、
　前記示唆演出の実行に対応して所定動作を行い演出表示の表示態様を変化させる所定演
出を実行可能な所定演出実行手段と、を備え、
　前記所定演出実行手段は、前記所定演出として、
　　第１特別態様による演出表示を表示した後に所定動作を行う第１所定演出と、
　　第２特別態様による演出表示を表示した後に所定動作を行う第２所定演出と、を実行
可能であり、
　前記第１所定演出が実行されるときと前記第２所定演出が実行されるときとで前記有利
状態に制御される割合が異なり、
　さらに、
　前記有利状態に制御される確率に関する設定値を設定可能な設定手段と、
　前記設定手段によって設定された設定値にもとづいて前記有利状態に関する制御を実行
可能な遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信される情報にもとづいて演出の制御を実行可能な演出制御手
段と、
　前記演出制御手段により制御され、演出に係わる画像を表示可能な演出表示手段と、を
備え、
　前記遊技制御手段により制御され、少なくとも前記可変表示を行うことが可能な可変表
示部を含む情報表示部を有し、
　特定条件が成立したときに前記設定手段による設定値の設定を行うことが可能な設定状
態に移行し、
　前記設定状態であるときに、該設定状態であることを認識可能な特殊表示を前記情報表
示部において行うことが可能であり、
　前記特殊表示は、遊技中において前記情報表示部に表示される表示とは異なる表示であ
り、
　前記情報表示部に前記特殊表示が表示されているときに、前記可変表示部において前記
可変表示は実行されない
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　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　前記有利状態に制御されることを示唆する示唆演出を実行可能な示唆演出実行手段と、
　前記示唆演出の実行に対応して所定動作を行い演出表示の表示態様を変化させる所定演
出を実行可能な所定演出実行手段と、を備え、
　前記所定演出実行手段は、前記所定演出として、
　　第１特別態様による演出表示を表示した後に所定動作を行う第１所定演出と、
　　第２特別態様による演出表示を表示した後に所定動作を行う第２所定演出と、を実行
可能であり、
　前記第１所定演出が実行されるときと前記第２所定演出が実行されるときとで前記有利
状態に制御される割合が異なり、
　さらに、
　前記有利状態に制御される確率に関する設定値を設定可能な設定手段と、
　前記設定手段によって設定された設定値にもとづいて前記有利状態に関する制御を実行
可能な遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信される情報にもとづいて演出の制御を実行可能な演出制御手
段と、
　前記演出制御手段により制御され、演出に係わる画像を表示可能な演出表示手段と、を
備え、
　前記遊技制御手段により制御され、少なくとも前記可変表示を行うことが可能な可変表
示部を含む情報表示部を有し、
　確認条件が成立したときに前記設定手段により設定されている設定値の確認を行うこと
が可能な確認状態に移行し、
　前記確認状態であるときに、該確認状態であることを認識可能な特殊表示を前記情報表
示部において行うことが可能であり、
　前記特殊表示は、遊技中において前記情報表示部に表示される表示とは異なる表示であ
り、
　前記情報表示部に前記特殊表示が表示されているときに、前記可変表示部において前記
可変表示は実行されない
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　手段Ｖ１の遊技機は、
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　前記有利状態に制御されることを示唆する示唆演出を実行可能な示唆演出実行手段と、
　前記示唆演出の実行に対応して所定動作を行い演出表示の表示態様を変化させる所定演
出を実行可能な所定演出実行手段と、を備え、
　前記所定演出実行手段は、前記所定演出として、
　　第１特別態様による演出表示を表示した後に所定動作を行う第１所定演出と、
　　第２特別態様による演出表示を表示した後に所定動作を行う第２所定演出と、を実行
可能であり、
　前記第１所定演出が実行されるときと前記第２所定演出が実行されるときとで前記有利
状態に制御される割合が異なり、
　さらに、
　前記有利状態に制御される確率に関する設定値を設定可能な設定手段と、
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　前記設定手段によって設定された設定値にもとづいて前記有利状態に関する制御を実行
可能な遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信される情報にもとづいて演出の制御を実行可能な演出制御手
段と、
　前記演出制御手段により制御され、演出に係わる画像を表示可能な演出表示手段と、を
備え、
　前記遊技制御手段により制御され、少なくとも前記可変表示を行うことが可能な可変表
示部を含む情報表示部を有し、
　特定条件が成立したときに前記設定手段による設定値の設定を行うことが可能な設定状
態に移行し、
　前記設定状態であるときに、該設定状態であることを認識可能な特殊表示を前記情報表
示部において行うことが可能であり、
　前記特殊表示は、遊技中において前記情報表示部に表示される表示とは異なる表示であ
り、
　前記情報表示部に前記特殊表示が表示されているときに、前記可変表示部において前記
可変表示は実行されない
　ことを特徴とする遊技機。
　このような構成によれば、何れの所定演出が実行されるかに注目させ、興趣を向上させ
ることができる。
　手段Ｖ２の遊技機は、
　可変表示を行い、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機であって、
　前記有利状態に制御されることを示唆する示唆演出を実行可能な示唆演出実行手段と、
　前記示唆演出の実行に対応して所定動作を行い演出表示の表示態様を変化させる所定演
出を実行可能な所定演出実行手段と、を備え、
　前記所定演出実行手段は、前記所定演出として、
　　第１特別態様による演出表示を表示した後に所定動作を行う第１所定演出と、
　　第２特別態様による演出表示を表示した後に所定動作を行う第２所定演出と、を実行
可能であり、
　前記第１所定演出が実行されるときと前記第２所定演出が実行されるときとで前記有利
状態に制御される割合が異なり、
　さらに、
　前記有利状態に制御される確率に関する設定値を設定可能な設定手段と、
　前記設定手段によって設定された設定値にもとづいて前記有利状態に関する制御を実行
可能な遊技制御手段と、
　前記遊技制御手段から送信される情報にもとづいて演出の制御を実行可能な演出制御手
段と、
　前記演出制御手段により制御され、演出に係わる画像を表示可能な演出表示手段と、を
備え、
　前記遊技制御手段により制御され、少なくとも前記可変表示を行うことが可能な可変表
示部を含む情報表示部を有し、
　確認条件が成立したときに前記設定手段により設定されている設定値の確認を行うこと
が可能な確認状態に移行し、
　前記確認状態であるときに、該確認状態であることを認識可能な特殊表示を前記情報表
示部において行うことが可能であり、
　前記特殊表示は、遊技中において前記情報表示部に表示される表示とは異なる表示であ
り、
　前記情報表示部に前記特殊表示が表示されているときに、前記可変表示部において前記
可変表示は実行されない
　ことを特徴とする遊技機。
　このような構成によれば、何れの所定演出が実行されるかに注目させ、興趣を向上させ
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ることができる。
　手段Ｓ１の遊技機は、
　遊技者にとって有利な有利状態（大当り遊技状態）に制御可能な遊技機であって、
　前記有利状態に制御されることを示唆する示唆演出（擬似連演出、期待度予告演出）を
実行可能な示唆演出実行手段（演出制御用ＣＰＵ１２０）と、
　前記示唆演出の実行に対応して所定動作（数値の減算を行うカウントダウン動作、数値
の加算を行うカウントアップ動作）を行い演出表示の表示態様を変化させる所定演出（カ
ウントダウン演出、カウントアップ演出）を実行可能な所定演出実行手段（演出制御用Ｃ
ＰＵ１２０）と、を備え、
　前記所定演出実行手段は、前記所定演出として、
　第１特別態様による演出表示（初期値として定められている「３」）を表示した後に所
定動作（減算、カウントダウン動作）を行う第１所定演出（図１３－９（２）～（５）に
示すように、サブ液晶表示器３５ＴＭ３００に初期値として定められている「３」を表示
した後に、カウントダウン動作が行われることにより、数値の減算を行うカウントダウン
演出）と、
　第２特別態様による演出表示（初期値として定められている「７０」）を表示した後に
所定動作（加算、カウントアップ動作）を行う第２所定演出（図１３－１１（１４）～（
１７）に示すように、サブ液晶表示器３５ＴＭ３００に初期値として定められている「７
０」を表示した後に、カウントアップ動作が行われることにより、数値の加算を行うカウ
ントアップ演出）と、を実行可能であり、
　前記第１所定演出が実行されるときと前記第２所定演出が実行されるときとで前記有利
状態に制御される割合が異なり（図１３－７（Ｈ）、（Ｉ）に示すように、カウントダウ
ン演出が実行されるときよりも、カウントアップ演出が実行されるときの方が、大当り期
待度が高い）、
　さらに、
　前記有利状態に制御されることを示唆する特定示唆演出（例えば、リーチ演出）を実行
可能な特定示唆演出実行手段（例えば演出制御用ＣＰＵ１２０）と、
　前記特定示唆演出に対応したタイトルを報知可能なタイトル報知手段（例えば演出制御
用ＣＰＵ１２０）と、を備え、
　前記タイトル報知手段は、前記特定示唆演出の開始から所定期間経過したときに当該特
定示唆演出に対応したタイトルを報知可能であり（例えば図８－２（Ｄ）や図８－２（Ｆ
）に示すようにリーチ演出のタイトルを表示する部分）、
　前記特定示唆演出実行手段は、前記特定示唆演出として少なくとも第１示唆演出（例え
ばスーパーリーチＡやスーパーリーチＢのリーチ演出）と第２示唆演出（例えばスーパー
リーチＤやスーパーリーチＥのリーチ演出）とを実行可能であり、
　前記タイトル報知手段は、前記第２示唆演出では、当該第２示唆演出の開始時から当該
第２示唆演出に対応したタイトルを報知する（例えば、図８－２（Ｈ）に示すように、ス
ーパーリーチＤのリーチ演出の開始から該スーパーリーチＤのリーチ演出に対応したタイ
トル３１ＡＫ００７を表示する部分）
　ことを特徴とする遊技機。
　このような構成によれば、所定表示領域において何れの所定演出が実行されるかに注目
させ、興趣を向上させることができる。また、特定示唆演出に応じたタイトルの報知を実
行できるので演出効果が向上する。
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